
第47回大会〕

2Ra－2 中学生の調理実習における自己効力についての研究
　　－課題の重要度の認知との関連一

兵庫教育大学　　○中井昌子　石岡冨貴子　　織部ミチ子

教　　育

　目的　自己効力(self-efficacy）は「課題に直面したとき、効果的に遂行できる自信」

と定義され。生徒の学習における積極的な行動の促進に影響を及ぼすと考えられている。

本研究では中学生の調理実習に対する自己効力を高める要因を明らかにすることを目的に

生徒が調理実習の価値や重要性を認識している程度との関連性について検証を行った。

　方法　調理実習の自己効力を測定する尺度は、学校での調理実習で望ましい結果を得る

ために必要と思われる下位行動を示した項目と。それぞれに異なった操作を含む調理を示

し、生徒が各自できると思う程度に応じて10段階で答えるようにしたものを用いた。重要

度を測定する尺度は、学校での調理実習についての価値や重要性の認識の程度を測定する

ことができると考えられる項目を示し。二件法で答えさせた。これらの尺度を用いて中学

生を対象に調査を実施し結果を得点化し、自己効力の高さと価値や重要性の認識の程度と

の関連を検討した。また、学校での調理実習の実施前と後に自己効力を測定し、その変化

と課題の重要性の認識との間の関連の有無についても検討した。

　結果　本研究の調査対象の中学生においては、学校での調理実習の価値や重要性を高く

認識している生徒は調理実習に対する自己効力が高いという結果が得られた。また、学校

での調理実習実施前と実施後の自己効力の得点差と重要性の認識との関連は、実習の実施

回数が１回の場合は関連が認められず、数回実施された場合には関連が認められた。

2Ra－3 「ひとり暮らしのすまい」教材と指導計画の開発

　　一高等学校家庭科・住居領域の教材開発一

　　鳴門教育大学　　Ｏ原　佐緒理　　湯川　聡子

目的：　住居領域は既習学力において男女の能力差が少なく、共修教材としては扱いやす

いと考えられる。生徒の関心が深い身近なテーマで、近未来の自立生活に直結する題材で

ある「ひとり暮らしのすまい」を取上げ、住居学習としてのプログラムに構成し、教育現

場での指導効果を検証した。本プログラムの目的は、この題材によって住宅一般の選択基
準や住宅環境を知り、生活の基盤としての住居に対する意識を高めさせると共に、ワンル

ームのインテリア計画を手がかりとして、室内設計の能力と関心を育てることにある。

方法：　教材として、「ワンルームへの旅立ち」「すまいの選択」「賃貸に関わる金銭」

のビデオ教材３本と資料教材（ワンルームマンションパンフレット、写真集、1/50住宅平

面図と、1/50家具平面図）を作成し、５時間と４時間の２つの指導計画案を作成した。こ

れを徳島県の高校現場において１年生男女12クラスと、２年生女子12クラスにおける授業

によって、その指導効果を検証した。
結果：　住生活についてあまり関心のなかった高校生でも、このプログラムの実施によっ

て、住居に対する関心や自分の部屋に対する意識が明らかに高まった。中でも、当初はあ

まり興味を示さなかった１年生や男子において、その改善の度合いが著しい。ビデオ教材
は住生活を教室内に映像として再現する効果と共に、生徒の興味を開発する上で強力な手

段となり得ることがわかった。住宅選択に際しては、条件を多角的に検討し、総合的な見

地から住宅を考える態度が育てられた。家具配置の演習は、男女ともに興味を持って意欲

的に取り組んでおり、適切な教材となることが示唆された。
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